
（様式１）

お問い合わせ先

〒661-0024 兵庫県尼崎市三反田町1丁目1番1号 教育・障害福祉センター4階
教育委員会事務局　社会教育部　スポーツ推進課
電話番号：06-4950-0406
ファックス：06-4950-5658
Eメール　：ama-sports@city.amagasaki.hyogo.jp

施策の策定にあたっ
ての考え方

〇国・県の計画や本市の最上位計画である総合計画、その他関連計画を踏まえ、今後のス
ポーツ施策の方向性を指し示す計画とします。
〇本市の課題となっている、子どもの体力・運動能力の向上、子育て・働く世代のスポーツ実
施率の向上、高齢者の健康づくりの推進などの施策について重点化を図ります。

意見を聴取する
ポイント

〇子どもの体力・運動能力の向上について
〇子育て・働く世代のスポーツ実施率の向上について
〇高齢者の健康づくりの推進について
〇スポーツ指導者の養成について
〇スポーツ指導者のコンプライアンスの徹底について
〇限られた財源の中での、他施設との複合化や適切な維持管理などによるスポーツ環境の充
実について
〇国際大会を契機としたスポーツの更なる推進について

市民意向調査
（ステップ2）
の実施手法

令和元年9月に市ホームページにおいて市民意向調査を行う予定としています。

施策の目的
　子どもから高齢者まで、市民の誰もが生涯にわたって気軽に運動やスポーツを楽しみ、健康
づくりに取り組むことができるための基本的な考え方や取組みなどを示すものです。

現状・背景

〇「尼崎市スポーツ推進計画」に基づき、市民の誰もが”気軽に・いつでも・どこでも、安全に”ス
ポーツを楽しむことができる環境づくりに取り組んでいます。
〇市民の週1回以上のスポーツ実施率は、35.5％（H25年度）から54.8％（H30年度）となってお
り、スポーツを行っている市民の割合は着実に増加しています。
〇現在の計画期間が令和元年度末をもって終了することから、より一層のスポーツの推進に
取り組むため、新たな「尼崎市スポーツ推進計画」を策定します。

課題

〇子どもの体力・運動能力は、国や県と比較して低くなっています。
〇子育て・働く世代（20代～50代）のスポーツ実施率が低くなっています。
〇増加する高齢者の健康増進を図る必要があります。
〇スポーツ指導者が高齢化しています。
〇スポーツ指導者のコンプライアンスを徹底する必要があります。
〇スポーツ施設の老朽化が進んでいますが、その財源も限られています。
〇国際的なスポーツ大会を契機としたスポーツの更なる推進を図る必要があります。

市民意見聴取に係る施策の概要

案件名： 尼崎市スポーツ推進計画の策定

局課名： 教育委員会事務局　社会教育部　スポーツ推進課


